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\displaystyle \frac{dI_{h}}{dt}=abmI_{m}(1-I_{h})- $\gamma$ I_{h}, \displaystyle \frac{dI_{m}}{dt}=acI_{h}(1-I_{m})-$\mu$_{2}I_{m} . (1)


































マラリアシーズン  $\dagger$ を定義して以降の解析を行った。
マルサス係数とは人口が指数的に増加すると仮定したときの成長率にあたる
係数であり、  P(t) を時刻 rにおける人口数としたときに次式(3)における  $\lambda$ で定義
される[6] 。
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